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 平時の無駄か、非常時の備えか 

  

 
 企業は非常時においてその耐久力が問わ
れます。非常時の耐久力には平時の備えが
必要になりますが、過度な備えは無駄につな
がります。「無駄なのか、備えなのか」、経営は
いつの時代もそのバランスが問われます。 
 
 平時には原材料も製商品も取引先も、予期
した通り動きますから、余分な（つまり当面不
要な）資産を持つ必要がありません。資産をで
きるだけスリム化して経営効率を高めることが
求められます。しかし、非常時になると、突然、
思いもしないことが原因で、通常のビジネスサ
イクルが回らなくなります。そんなときに、何と
いっても頼りになるのはキャッシュです。キャッ
シュさえあれば、途絶えた原材料や製商品供
給を復活させることは可能ですし、売上が落
ち込んだ期間における従業員の給与等の運
転資金を捻出することもできます。 
 
 キャッシュが必要になれば、親しくしている
取引銀行から借りればいいではないかと、安
易に考えるのは危険です。非常時は、当該企
業だけではなく経済全体が非常事態になり、
銀行自体の資金状況が通常でなくなる上に、
借り入れ申し込みも殺到し、銀行がこちらの思
惑通りに動いてくれるかは保証の限りではな
いからです。 
 
 ですから、何といっても頼りになるのは、手
持ち所有のキャッシュです。また、同じキャッ
シュでも借入などの負債で調達したキャッシュ
ではなく、自己資本を裏付けとしたキャッシュ
が断然有用です。つまり、非常時には、自己
資本比率とキャッシュ比率の高い会社が、耐
久力のある会社として評価されます。 
 

 一方、平時では自己資本比率が高く、キャッシュリッ
チな会社は、特に株主からの還元要請が強い上場
会社においては、無駄な資金を眠らせている会社と
して批判の対象になります。資金に余裕があるなら、
会社の成長に向けてもっと積極的に投資することを
要求されます。成長に振り向けられない余剰な資金
は、原理的には会社は株主のものですから、配当な
り、自社株買いなりで株主に還元すべきだということ
になります。 
 
 つまるところ、こうした非常時に備える経営の余裕を
平時にどのように考えるかが問われます。「無駄」だと
とらえれば、スリム化しなければなりませんし、「備え」
だととらえれば、温存することになります。 
 
 近年は、感染症に限らず、大震災や地球温暖化の
影響による風水害など、非常時が多くなってきている
印象を受けます。そうすると、キャッシュを使って会社
を成長させようとするより、非常時に備えるため、自己
資本を蓄え、キャッシュリッチな会社を目指そうとする
経営者が多くなるかもしれません。経済・社会環境か
らすれば、それもやむを得ないことのように思えます
が、経済の牽引役であるべき企業家の志向が余りに
内向きになるのは、経済全体にとっては好ましいこと
とは言えません。経営の余裕を非常時の備えだと簡
単に割り切ると、キャッシュの使用に関して思考停止
状態に陥ってしまうことも懸念されます。それは出資
する個人のリスクを限定して、より挑戦的に企業活動
をしてもらおうとする株式会社精神の本義に反しま
す。 
 
 日本は人口減少時代を迎え、ただでさえ経済成長
が難しい時代になってきています。それに加えて、企
業家精神までも衰えてしまえば、経済の停滞は避け
ることができません。今回のパンデミックの影響が強
烈だっただけに、経済が本来持つべきダイナミズムを
長期にわたってそいでしまうことを危惧します。 
 
 
 
 

 

船場経済倶楽部 
(NPO 法人 SKC 企業振興連盟協議会) 

 当団体は、異なる業種の経営者が相集い、力を合わせ、自らの研鑚と親睦を通じて、

斬新な経営感覚と新たな販売促進を創造して、メンバー同士でより健全な事業所とその 

事業所のイメージアップを図り、地域社会に貢献できる事業所となることを目的とする。 

活動方針 人の輪・衆智・繁栄 

記事の内容に関するお問い合わせは事務局までご連絡ください。 

ウィークリーはメールでの配信も行っております。お手数ですが、「メール希望」・「配信停止希望」と件名にご入力の上、    

skc-soudan@skc.ne.jp まで空メールをご送信ください。また、FAX ご不要の際は、その旨をお電話にてお申しつけください。                


